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隔週刊

第 715 号2023（令和５）年 12 月 20 日（水）

■ニュース・フラッシュ   ３
　•人工林面積割合を55％に引き上げ、譲与基準見直し
　•林野公共６年連続目標達成、非公減も補正でカバー
　•森ハブ・プラットフォームがキックオフイベント
　•「ウッドデザイン賞2023」の表彰式実施、来年は10周年
　•木育ガールがつなぎ小学校で林業のキャリア教育
■譲与税を追う─ 群馬県高崎市   8
　市民が憩う観音山丘陵の高崎自然歩道を５年で整備
■遠藤日雄のルポ＆対論   10
　“無償の愛と純粋さ”で森林と木材を活かすGREEN
■突撃レポート   14
　スイーツやホテルも手がける老舗材木屋・丸山木材
■地方のトピックニュース   17
　•東京チェンソーズが「森のヘンテコ素材に出会う旅」
　•黒トリュフの人工的発生に成功、岐阜県森林研究所
　•初開催「なるかわウェルネスフェスタ」に約500人
　•日本草木研究所が「草木集めてブリコラージュ」開く
　新製品　分解しやすい繊維で獣害防止「ＲＥＩネット」

「大阪・関西万博」開幕500日前の11月30日に、東京タワーと東京スカイツリーが赤、青、
白の万博カラーにライトアップされ、東京タワー下にある芝公園には公式キャラクターの
ミャクミャクと大川家具の屋台が現われた。（関連記事ｐ10 参照）
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りんせいダイアリー300秒

◆
新
標
語
は「
忘
れ
な
い 

山
の
恵
み
と 

火
の
始
末
」

　

日
本
森
林
林
業
振
興
会
は
、
今
年
度
（
２
０
２
３

年
度
）
の
山
火
事
予
防
ポ
ス
タ
ー
用
原
画
と
標
語
の

入
賞
・
入
選
者
を
決
定
し
た
（
12
月
６
日
に
発
表
）。

　

全
国
か
ら

約
５
２
０
０

点
の
応
募
が

あ
り
、
原
画

の
部
の
農
林

水
産
大
臣
賞

に
は
、
栃
木

県
茂
木
町
立

茂
木
中
学
校

２
年
の
和
氣

悠
真
さ
ん
と

香
川
県
立
高

松
工
芸
高
等

学
校
２
年
の

三
國
千
波
さ
ん
の
作
品
、
文
部
科
学
大
臣
賞
に
は
愛

知
県
名
古
屋
市
立
高
針
台
中
学
校
２
年
の
加
藤
茉
奈

さ
ん
と
神
奈
川
県
私
立
自
修
館
中
等
教
育
学
校
３
年

の
古
津
清
正
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
標

語
の
部
の
最
優
秀
作
品
（
消
防
庁
長
官
・
林
野
庁
長

官
賞
）
に
は
、
兵
庫
県
私
立
神

戸
学
院
大
学
附
属
高
等
学
校
２

年
の
加
田
平
羽
奈
子
さ
ん
に
よ

る
「
忘
れ
な
い　

山
の
恵
み
と　

火
の
始
末
」
が
選
定
さ
れ
た
。

◆
１
月
11
・
12
日
に
「
モ
ク
コ
レ
２
０
２
４
」
開
催

　

東
京
都
は
、
国

産
木
材
の
展
示
商

談
会
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
モ
ク
コ
レ
）
２

０
２
４
」
を
来
年

（
２
０
２
４
年
）
1
月
11
日
（
木
）・
12
日
（
金
）
に

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
西
１
・
２
ホ
ー
ル
）
で
開
催

す
る
。
約
３
０
０
社
の
企
業
等
が
出
展
し
、
講
演
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

タ
レ
ン
ト
の
森
泉
さ
ん
と
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
協
会
副
会
長
の
杉
山
和
佳
子
さ
ん
に
よ
る

対
談
「
木
に
囲
ま
れ
た
暮
ら

し
」
な
ど
を
行
う
。
入
場
無
料

（
事
前
登
録
制
）。
来
年
１
月
31

日
（
水
）
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン

展
・
商
談
会
も
併
催
し
て
い
る
。

◎�

次
号
『
林
政
ニ
ュ
ー
ス
』（
第
716
号
）
の
発
行
日

は
、年
明
け
（
２
０
２
４
年
）
の
１
月
17
日
（
水
）

に
な
り
ま
す
。

『
林
政
ニ
ュ
ー
ス
』
価
格
改
定
の
お
知
ら
せ

　

平
素
よ
り
格
別
の
ご
愛
顧
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
弊
社
発

行
の
隔
週
刊
『
林
政
ニ
ュ
ー
ス
』
の
価
格
を
来
年

（
２
０
２
４
年
）
１
月
１
日
よ
り
改
定
い
た
し
ま

す
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
『
林
政
ニ
ュ
ー
ス
』
は
、
１
９
９
９
年
以
降
24

年
間
に
わ
た
っ
て
価
格
を
据
え
置
い
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
昨
今
の
諸
物
価
の
高
騰
な
ど
に
対
し
、

企
業
努
力
だ
け
で
は
コ
ス
ト
を
吸
収
し
き
れ
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
価
格
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
何
卒
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

価
格
改
定
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
『
林
政
ニ
ュ
ー
ス
』
年
間
購
読
料

　

改
定
前
： 

定
価
１
万
６
５
０
０
円
（
本
体
１
万

５
０
０
０
円
＋
税
、
送
料
無
料
）

　

改
定
後
： 

定
価
２
万
２
０
０
０
円
（
本
体
２
万

円
＋
税
、
送
料
無
料
）

　
『
林
政
ニ
ュ
ー
ス
』
単
品
価
格

　

改
定
前
： 

定
価
８
８
０
円
（
本
体
８
０
０
円
＋

税
、
送
料
無
料
）

　

改
定
後
： 

定
価
１
３
２
０
円
（
本
体
１
２
０
０

円
＋
税
、
送
料
無
料
）

　

※ 

年
間
購
読
の
場
合
、
改
定
後
の
価
格
は
購
読

期
間
の
更
新
時
か
ら
適
用
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
よ
り
一
層
質
の
高
い
情
報
提
供

を
目
指
し
、
誌
面
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
い
て
の
ご
愛
顧
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
株
）
日
本
林
業
調
査
会
（
Ｊ
│

Ｆ
Ｉ
Ｃ
）

代
表
取
締
役　

辻　

潔

森泉さん

三國千波さんの作品 和氣悠真さんの作品

サイトは

☝︎

サイトは

☝︎
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●
私
有
林
人
工
林
面
積
の
割
合
を
55
％
に
引
き
上
げ 

　
　
　

人
口
割
合
は
５
％
下
げ
、
譲
与
基
準
を
見
直
し

　

自
民
・
公
明
両
党
は
、
12
月
14
日
に
来
年
度
（
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年

度
）
の
税
制
改
正
大
綱
を
決
定
し
た
。
焦
点
と
な
っ
て
い
た
森
林
環
境
譲
与
税

の
譲
与
基
準
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
私
有
林
人
工
林
面
積
に
よ
る
配
分
割
合
を

現
行
の
50
％
か
ら
55
％
に
引
き
上
げ
る
一

方
、
人
口
に
基
づ
く
配
分
割
合
は
30
％
か

ら
25
％
に
引
き
下
げ
る
と
し
た
（
表
参

照
）。

　

譲
与
基
準
の
見
直
し
に
よ
り
、
森
林
の

多
い
山
間
部
の
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る
譲

与
額
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
来

年
度
か
ら
譲
与
総
額
が
５
０
０
億
円
か
ら

６
０
０
億
円
へ
１
０
０
億
円
増
額
さ
れ
る

の
で
、
人
口
の
多
い
都
市
部
の
自
治
体
へ

の
譲
与
額
も
今
年
度
（
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
度
）
ベ
ー
ス
が
維
持
さ
れ
る
。

〝
譲
与
額
が
減
少
す
る
自
治
体
は
ゼ
ロ
〞

と
い
う
絶
妙
の
〝
落
と
し
ど
こ
ろ
〞
で
、

譲
与
基
準
の
見
直
し
議
論
が
決
着
し
た
。

　

解
説　　
「
増
や
せ
」と「
減
ら
す
な
」を
両
立
、
青
山
長
官「
１
歩
前
進
」

　

騒
動
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
譲
与
基
準
の
見
直
し
を
巡
る
検
討
作
業
は

一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
。
自
民
党
の
「
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
森
林

吸
収
源
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）」（
委
員
長
＝
江
藤
拓
・
元
農
林

水
産
大
臣
、
第
671
・
678
号
参
照
）
が
与
党
税
調
に
提
言
し
た
の
は
、
私
有
林
人

工
林
面
積
に
よ
る
配
分
割
合
を
現
行
の
50
％
か
ら
60
％
に
引
き
上
げ
る
一
方
、

人
口
に
基
づ
く
配
分
割
合
は
30
％
か
ら
20
％
に
引
き
下
げ
る
と
い
う
案
（
第
714

号
参
照
）。
森
林
整
備
に
取
り
組
む
山
間
部
自
治
体
の
財
源
を
増
や
す
こ
と
を

狙
っ
た
が
、
与
党
税
調
は
、
都
市
部
の
自
治
体
か
ら
譲
与
額
が
減
る
こ
と
へ
の

懸
念
が
出
て
い
る
こ
と
な
ど
に
配
慮
し
、
変
動
幅
を
５
％
に
と
ど
め
る
結
論
を

2024（令和６）年度税制改正大綱（抜粋）
第一　令和６年度税制改正の基本的考え方
４．地域・中小企業の活性化等

（４）森林環境税・森林環境譲与税
　森林環境税及び森林環境譲与税は、森林の有する地球温暖化防止や災害防止等の公
益的機能を維持・増進するために創設され、令和６年度に課税が開始される。森林整備
をはじめとする必要な施策の推進につながる方策として、これまでの譲与税の活用実績
等を踏まえ、譲与税の譲与基準について、私有林人工林面積及び人口の譲与割合の見直
しを行う。その上で、今後とも、森林環境税に対する国民の理解を深めていくことが重要
であることを踏まえ、全国の地方公共団体における譲与税の一層の有効活用を促していく
ことととする。
第二　令和６年度税制改正の具体的内容
一　個人所得税
6　その他
（地方税）
（森林環境譲与税）
（６）森林環境譲与税の譲与基準について、私有林人工林面積の譲与割合を100 分の
55（現行：10 分の５）とし、人口の譲与割合を100 分の 25（現行：10 分の３）とする。
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下
し
た
。

　

今
年
度
の
譲
与
総
額
は
５
０
０
億
円
で
人
口
割
合
に
よ
る
譲
与
額
は
５
０
０

億
円
×
30
％
の
１
５
０
億
円
。
来
年
度
は
人
口
割
合
が
25
％
に
ダ
ウ
ン
す
る
が
、

譲
与
総
額
が
６
０
０
億
円
に
増
え
る
の
で
、
譲
与
額
は
６
０
０
億
円
×
25
％
の

１
５
０
億
円
と
な
り
、
今
年
度
と
変
わ
ら
な
い
。
１
０
０
億
円
の
増
額
分
は
主

に
森
林
の
多
い
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
譲
与
額
を
増
や
せ
と
い

う
自
治
体
と
減
ら
す
な
と
い
う
自
治
体
の
双
方
の
〝
顔
が
立
つ
〞
こ
と
に
な
っ

た
。

　

青
山
豊
久
・
林
野
庁
長
官
に
、
譲
与
基
準
の
見
直
し
議
論
に
ケ
リ
が
つ
い
た

こ
と
へ
の
所
感
を
尋
ね
る
と
、「
１
歩
前
進
で
す
ね
」
と
一
言
。
来
年
４
月
か

ら
は
、
い
よ
い
よ
森
林
環
境
税
の
徴
収
（
１
人
年
額
１
０
０
０
円
）
が
始
ま
る
。

国
民
に
新
た
な
税
負
担
を
強
い
る
こ
と
へ
の
理
解
を
い
か
に
広
げ
て
い
く
か
。

２
歩
目
、
３
歩
目
に
向
け
た
検
討
作
業
が
早
く
も
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

●
林
野
公
共
予
算
は
６
年
連
続
で
２
６
０
０
億
円
超
え 

　
　
　

非
公
共
は
減
額
も
補
正
で
カ
バ
ー
、
24
年
度
予
算

　

政
府
が
12
月
22
日
に
閣
議
決
定
す
る
来
年
度
（
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年

度
）
当
初
予
算
（
案
）
の
骨
格
が
固
ま
っ
た
。
林
野
関
係
予
算
は
、
今
年
度

（
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
）
当
初
予
算
の
３
０
５
７
億
円
（
第
692
号
参
照
）

は
下
回
る
も
の
の
３
０
０
０
億
円
台
は
キ
ー
プ
で
き
る
見
通
し
だ
。
１
４
０
１

億
円
を
計
上
し
た
今
年
度
（
23
年
度
）
補
正
予
算
（
第
713
号
参
照
）
が
11
月
29

日
に
成
立
し
て
お
り
、
補
正
＋
当
初
予
算
で
は
23
年
度
と
同
程
度
の
規
模
に
な

る
と
み
ら
れ
る
。

　

林
野
予
算
の
太
宗
を
占
め
る
一
般
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
事
業

に
１
２
５
４
億
円
（
23
年
度
予
算
額
は
１
２
５
２
億
円
）、
治
山
事
業
に
６
２

４
億
円
（
同
６
２
３
億
円
）
と
、
と
も
に
23
年
度
並
み
の
金
額
が
計
上
さ
れ
る
。

23
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
林
野
公
共
予
算
の
総
額
は
目
標
額
で
あ
る
２
６

０
０
億
円
を
６
年
連
続
で
突
破
し
、
２
７
０
０
億
円
に
近
づ
く
。

　

一
方
、
非
公
共
事
業
は
、
中
核
で
あ
る
「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー

ン
成
長
総
合
対
策
」
の
予
算
額
が
23
年
度
予
算
よ
り
17
億
円
減
の
１
４
４
億
円

に
と
ど
ま
る
。
同
対
策
の
筆
頭
格
で
あ
る
「
林
業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対

策
」
が
23
年
度
予
算
を
７
億
円
下
回
る
64
億
円
に
減
少
す
る
ほ
か
、「
林
業
デ
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ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
対
策
」
が
23
年
度
よ
り
２
億
円
減
の
４
億
円
、

「
建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
強
化
対
策
」
が
同
２
億
円
減
の
10
億
円
、「
木
材
需

要
の
創
出
・
輸
出
力
強
化
対
策
」
が
同
１
億
円
減
の
３
億
円
、「
林
業
・
木
材

産
業
金
融
対
策
」
が
同
２
億
円
減
の
４
億
円
、「
森
林
・
山
村
地
域
振
興
対
策
」

が
同
１
億
円
減
の
10
億
円
と
な
り
、「
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
総
合
対
策
」

（
47
億
円
）
と
「『
新
し
い
林
業
』
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
」（
２
億
円
）

は
23
年
度
と
同
額
が
計
上
さ
れ
る
。

　

非
公
共
事
業
の
予
算
規
模
は
縮
小
す
る
が
、
23
年
度
補
正
予
算
で
60
億
円
を

確
保
し
た
「
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
促
進
緊
急
総
合
対
策
」
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
て
、
必
要
な
施
策
や
事
業
を
効
率
的
に
実
施
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

な
お
、
林
野
庁
は
、
24
年
度
の
組
織
・
定
員
要
求
と
し
て
、
森
林
整
備
部
森

林
利
用
課
内
に
「
花
粉
発
生
源
対
策
調
整
官
（
仮
称
）」
を
新
設
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
る
。

森
ハ
ブ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
キ
ッ
ク
オ
フ
、
異
分
野
マ
ッ
チ
ン
グ
へ

　

林
野
庁
が
新
設
し
た
「
森
ハ
ブ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
第
695
・
709
号
参

照
）
は
、
11
月
29
日
に
農
林
水
産
省
の
７
階
講
堂
で
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

「
林
業
×
異
分
野
マ
ッ
チ
ン
グ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
、
約
１
６
０
人
が

参
加
し
た
。

　

同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
は
、
11
月
21
日
時
点
で
３
７
９
の
企
業
や
研
究
機

関
、
団
体
、
自
治
体
な
ど
が
加
入
し
て
お
り
、
そ
の
約
４
分
の
１
は
こ
れ
か
ら

林
業
・
木
材
産
業
分
野
に
参
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
冒
頭
に
挨
拶

し
た
林
野
庁
次
長
の
小
坂
善
太
郎
氏
は
、

「
異
分
野
の
方
々
と
連
携
し
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
」

と
期
待
感
を
示
し
た
。
続
い
て
、
事
業
構

想
大
学
院
大
学
特
任
教
授
の
見
山
謙
一
郎

氏
が
「
静
動
脈
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
、
消
費
さ
れ
た
廃
棄
物
な
ど
を
再
利
用

す
る
「
静
脈
起
点
」
で
課
題
解
決
に
取
り

組
ま
な
い
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
ま
れ

業種や業界の枠にとらわれずに情報共有を
図った
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な
い
と
強
調
。
ま
た
、（
株
）
中
川
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）
の
中
川
雅
也
氏
が

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
苗
木
運
搬
の
現
状
、
エ
ル
ヴ
ェ
ラ
ボ
合
同
会
社
（
兵
庫
県
姫

路
市
）
の
上
月
康
博
氏
が
電
動
ク
ロ
ー
ラ
型
一
輪
車
の
開
発
経
緯
に
つ
い
て
事

例
発
表
し
た
。

　

同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
来
年
（
２
０
２
４
年
）
２
月
８
日
（
木
）・
９

日
（
金
）
に
東
京
都
内
で
「
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
、
異
業
種
連
携
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

◆「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
３
」の
表
彰
式
行
う
、
来
年
は
10
周
年

　
「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
３
」（
日
本
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
主
催
、
第

691
・
713
号
参
照
）
の
表
彰
式
が
12
月
６
日
に
東
京
都
江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
ク
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
、
最
優
秀
賞
を
含
む
上
位
賞
入
賞
者
が
賞
状
な
ど
を
受
け

取
っ
た
。

　

審
査
委
員
長
の
赤
池
学
・（
株
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
総
合
研
究
所
長
は
、

「
年
々
応
募
作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
ま
っ

て
い
る
。
今
回
の
審
査
で
は
、
ウ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
な
考
え
を
社
会
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め

の
戦
略
的
な
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
や
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
た
」
と
話
し
、「
来
年
（
２
０
２
４

年
）
は
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
が
ス
タ
ー
ト
し

て
10
年
目
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
活
か
し
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

賞
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

人
事
・
消
息　　

織
田
前
長
官
が
治
山
治
水
協
会
と
林
道
協
会
の
参
与
に
就
任

　

前
林
野
庁
長
官
の
織
田
央ひ
ろ
し

氏
（
第
704
号
参
照
）
が
12
月
１
日
付
け
で
日
本
治

山
治
水
協
会
と
日
本
林
道
協
会
の
参
与
に
就
任
し
た
。

　

石
田
祐
二
さ
ん
（
い
し
だ
・
ゆ
う
じ
＝
元
日
本
森
林
林
業
振
興
会
常
務
理

事
）　

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
11
月
３
日
に
死
去
。
66
歳
。
１
９
８
１
（
昭
和

61
）
年
に
山
形
大
学
林
学
科
を
卒
業
後
、
林
野
庁
に
入
り
、
東
北
森
林
管
理
局

次
長
・
青
森
事
務
所
長
や
森
林
総
合
研
究
所
総
括
審
議
役
な
ど
を
歴
任
し
た
。

「ウッドデザイン賞 2023」の最優秀賞に選ば
れた受賞者
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小
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に「
林
業
」、木
育
ガ
ー
ル
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　

東
京
都
の
板
橋
区
立
板
橋
第
十
小
学
校
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て

林
業
に
関
す
る
授
業
が
12
月
５
日
に
実
施
さ
れ
た
。
小
学
生
が
授
業
の
中
で
森

林
や
木
材
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
は
あ
る
が
、
将
来
の
進
路
を
考
え
な
が
ら
林
業

に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
珍
し
い
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
小
学
４
年
生
の
「
総
合
の
時

間
」
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
出
会
い　

作
り

　

ま
ざ
る
〜
人
生
設
計
を
考
え
よ
う
〜
」
の
中
で

行
わ
れ
た
。
東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
（
株
）（
東
京

都
檜
原
村
）
の
広
報
担
当
者
を
招
き
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
紙
芝
居
に
ま
と
め
、
近
隣
の

保
育
園
で
発
表
し
た
。
紙
芝
居
の
主
人
公
（
木
こ

り
）
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
パ
ン
ツ
を
装

備
し
、
背
景
も
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
違
い
が
は
っ

き
り
わ
か
る
よ
う
に
描
い
た
。
担
当
し
た
柳
原
典

子
教
諭
は
、「
木
は
伐
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

認
識
だ
っ
た
が
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
の
重
要

性
が
わ
か
り
、
将
来
の
選
択
肢
に
つ
い
て
も
視
野
が
広
が
っ
た
」
と
評
価
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
林
業
を
結
び
つ
け
た
の
は
、「
木
育
ガ
ー
ル
キ
キ
ち
ゃ
ん
」

こ
と
、
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
修
士
２
年
の
前
田
彩
世
さ
ん
。
前
田
さ
ん
は
、

約
２
年
前
に
木
育
に
関
す
る
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の

発
信
の
ほ
か
、
各
地
の
小
学
校
な
ど
で
授
業
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

る
。
大
学
で
は
Ｅ
ｘ
ｐ
ｌ
ａ
ｙ
ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
推
進
機
構
（
東
京
都
小
金
井

市
）
木
育
研
究
所
の
代
表
も
つ
と
め
て
お
り
、
林
業
・
木
材
関
係
者
ら
か
ら
学

ん
だ
内
容
を
専
門
的
な
教
育
の
手
法
で
木
育
に
役
立
て
て
い
る
。

　

前
田
彩
世
さ
ん
の
話
「
森
林
の
大
切
さ
や

木
材
の
良
さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
は
、
学
校
現
場
と
林
業
現
場
を
つ
な
ぐ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
に
な
る
。
大
学

院
卒
業
後
は
、
起
業
し
て
木
育
を
さ
ら
に
広

げ
て
い
き
た
い
」

紙芝居で林業の重要性を伝えた
「木育ガールキキちゃん」の
前田彩世さん
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譲与税を追う 群馬県高崎市
市
民
が
憩
う「
観
音
山
丘
陵
」の「
高
崎
自
然
歩
道
」を
５
か
年
で
整
備

　

Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
西
口
か
ら
徒
歩
10
分
の
好
立
地
に
あ
る
高
崎
市
役
所
は
地
上
21

階
建
て
の
高
層
ビ
ル
。
周
囲
に
遮
る
も
の
は
な
く
、
同
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
層
階
か
ら
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
「
観
音
山
丘

陵
」
が
一
望
で
き
る
。
同
丘
陵
内
に
は
、
全
長
約
22
㎞
の
遊
歩
道
「
高
崎
自
然

歩
道
」
が
通
っ
て
お
り
、
身
近
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
。
た
だ
、
近
年
は
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
森
林
や
竹
林
が
増
え
て
、
安
全

面
な
ど
の
懸
念
が
出
て
い
た
。

　

そ
こ
で
同
市
は
、
今
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）
か

ら
５
か
年
計
画
で
、「
高
崎
自
然
歩
道
」
と
周
辺
の

森
林
な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
た
。
間
伐
や
植
林

を
は
じ
め
、
支
障
木
の
伐
採
、
歩
道
の
補
修
、
案
内

看
板
の
新
設
、
附
帯
施
設
の
修
理
な
ど
を
一
体
的
に

行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、
総
事
業
費
は
約
３
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
同
市
農
林
課
の
担
当
者
は
、「
財

源
に
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
す
る
」
と
話
す
。

　

群
馬
県
中
南
部
に
位
置
す
る
同
市
に
は
、
県
内
最

多
の
約
37
万
５
０
０
０
人
が
住
む
。
約
４
万
６
０
０

０
ha
に
及
ぶ
市
面
積
の
46
・
５
％
が
森
林
に
覆
わ
れ
、

私
有
林
人
工
林
面
積
は
約
７
３
０
０
ha
。
林
業
就
業

者
数
は
約
90
人
。
今
年
度
は
約
７
０
０
０
万
円
の
譲
与
税
が
交
付
さ
れ
た
。

　

同
市
は
、
２
０
０
６
年
に
倉
渕
村
・
箕
郷
町
・
群
馬
町
・
新
町
・
榛
名
町
と
、

続
い
て
２
０
０
９
年
に
は
吉
井
町
と
も
合
併
し
、
２
０
１
１
年
に
中
核
市
に
移

行
し
た
。

　

合
併
前
の
旧
高
崎
市
は
典
型
的
な
商
工
業
都
市
だ
っ
た
が
、
合
併
後
は
広
大

な
森
林
を
有
す
る
〝
都
市
と
山
村
が
共
存
す
る
自
治
体
〞
に
変
貌
し
た
。

　
「
都
市
部
と
山
間
部
の
住
民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ
る
」（
担
当

者
）
と
い
う
状
況
の
中
で
、
毎
年
度
交
付
さ
れ
る
譲
与
税
の
使
途
を
わ
か
り
や

す
く
〝
見
え
る
化
〞
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
の
答
え
と
し
て
打

ち
出
し
た
の
が
「
高
崎
自
然
歩
道
」
の
整
備
だ
。
歩
道
を
取
り
巻
く
森
林
の
大

半
は
私
有
林
（
一
部
国
有
林
）
だ
が
、
譲
与
税
を
活
用
す
る
こ
と
で
費
用
負
担

高崎市役所の 14 階から望む「観音山丘陵」
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譲与税を追う 群馬県高崎市
な
し
で
事
業
を
進
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、「
所
有
者
か
ら
の
合
意
取
り
付
け

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
」（
同
）
と
い
う
。

　

国
の
補
助
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
へ
独
自
に
助
成
、市
有
林
の
活
用
も
進
む

　

高
崎
市
は
、
譲
与
税
の
交
付
が
始
ま
っ
た
２
０
１
９
年
度
か
ら
、
森
林
経
営

管
理
制
度
に
基
づ
い
て
、
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
私
有
林
を
集
約
化
し
、
意

欲
と
能
力
の
あ
る
民
間
の
経
営
体
に
整
備
事
業
等
を
委
託
す
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
４
件
、
計
51

 

ha
の
民
間
委
託
が
成
立
し
て
お
り
、

「
今
後
も
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
く
」（
担
当
者
）
方
針
だ
。

　

た
だ
し
、
放
置
さ
れ
て
い
た
私
有
林
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
り
、
従
来

か
ら
の
支
援
の
枠
組
み
だ
け
で
は
テ
コ
入
れ
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、
２
０
２
２

年
度
か
ら
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
独
自
の
助
成
制
度
を
創
設
し
た
。

　

１
つ
は
、
高
林
齢
の
森
林
を
対
象
に
し
た
搬
出
間
伐
へ
の
補
助
。
も
う
１
つ

は
、
皆
伐
し
た
木
材
運
搬
費
へ
の
補
助
。
ど
ち
ら
も
国
（
林
野
庁
）
の
造
林
補

助
金
で
は
助
成
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
の
が
狙
い
だ

（
表
参
照
）。
担
当
者
は
、「
新
し
い
助
成
制
度
を
つ

く
っ
た
こ
と
で
、
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
経
営
体
が
出

て
き
た
。
何
と
か
放
置
林
を
解
消
し
て
循
環
利
用
で
き

る
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　

同
市
に
は
、
約
６
０
０
ha
の
市
有
林
が
あ
り
、
そ
の

整
備
に
も
譲
与
税
を
充
当
し
て
い
る
。
今
年
８
月
に
は
、

同
市
に
拠
点
を
置
く
烏
川
流
域
森
林
組
合
が
千
葉
県
の

浦
安
市
と
の
間
で
、「
高
崎
市
有
林
『
浦
安
市
民
水
源

の
森
』
活
用
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
を
締
結
し
、
浦

安
市
の
譲
与
税
も
活
用
し
な
が
ら
市
有
林
の
活
用
促
進

を
図
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
来
年
度
（
２
０
２
４
年

度
）
か
ら
は
、
農
福
連
携
事
業
と
し
て
新
設
す
る
メ
ロ

ン
の
水
耕
栽
培
ハ
ウ
ス
に
導
入
す
る
薪
ボ
イ
ラ
ー
用
の

木
材
を
市
有
林
を
含
め
た
周
囲
の
森
林
か
ら
供
給
す
る

予
定
だ
。
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
は
市
産
材
を
積
極

的
に
使
用
し
て
お
り
、
譲
与
税
の
使
途
が
着
実
に
広

が
っ
て
き
て
い
る
。

高崎市が独自に創設した森林整備補助金

補助対象事業 内容 補助対象者 補助対象森林 補助額の算定方法

高林齢の森林
の搬出間伐

標準伐期齢の２倍を超える林
齢の整備が進んでいない森林
において搬出間伐を行った場
合に要する費用の補助

①経営管理実
施権の設定を
受けた民間事
業者
②森林経営計
画の認定を受
けた者

①経営管理実
施権配分計画
が策定された
森林
②森林経営計
画に基づいて
整備する森林

群馬県民有林造林補
助事業標準予定単価
の公共造林標準単価
による

森林の皆伐 森林の皆伐を行った場合の木
材運搬に要する費用の補助

木材の販売単価に応
じ、運材経費の 4/5
又は 1/2
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林
業
・
木
材
産
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
急
速
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
戦
後

の
国
産
材
需
要
を
牽
引
し
て
き
た
住
宅
市
場
が
人
口
減
の
影
響
な
ど
で
縮
小

過
程
に
入
っ
た
一
方
、
森
林
の
有
す
る
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
と

い
っ
た
機
能
を
価
値
化
し
て
売
買
す
る
取
り
組
み
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
既
成
概
念
を
取
り
払
っ
て
、
森
林
・
木
材
活
用
の
ニ
ュ
ー
ロ
ー
ド
を

描
き
直
す
必
要
が
あ
る

│
こ
う
考
え
て
い
た
遠
藤
日
雄
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活

木
活
木
（
い
き
い
き
）
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
の
も
と
に
、
あ
る
知
ら
せ

が
届
い
た
。
そ
れ
は
、
２
０
２
１
年
３
月
に
発
足
し
た
一
般
社
団
法
人
Ｇグ

リＲ

Ｅー

ン
Ｅ
Ｎ
（
東
京
都
港
区
）
が
従
来
に
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
国
産
材
製
品
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。
と
く
に
、
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
代
表
の

武
田
佳
代
氏
は
、
政
財
界
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
人
脈
と
積
極
果
敢
な
行
動

力
を
発
揮
し
て
新
風
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
東
京
の
ど
真
ん
中
で
一

体
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
自
ら
の
目
で
確
か
め
る
た
め
、
遠
藤
理
事
長
は

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
が
拠
点
を
置
く
港
区
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
。

　

●
高
級
ホ
テ
ル
内
に
各
地
の
国
産
材
製
品
と
出
会
え
る
「
木
セ
キ
」
開
設

　

遠
藤
理
事
長
が
訪
れ
た
の
は
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
の
１
階
に
あ
る
国
産
材
製
品
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
。

ヒ
ノ
キ
材
を
床
に
敷
き
、
三
重
産
材
を
用
い
た
テ
ー

ブ
ル
や
吉
野
材
を
組
み
合
わ
せ
た
ラ
ッ
ク
、
多
摩
産

材
の
車
椅
子
、
北
海
道
産
タ
モ
の
自
転
車
、
紀
州
杉

の
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
、
高
知
・
馬
路
村
産
材
を

使
っ
た
鞄
な
ど
様
々
な
〝
逸
品
〞
が
並
べ
ら
れ
て
い

る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
購

入
・
注
文
も
可
能
だ
。
そ
こ
で
、
武
田
代
表
が
待
っ

て
い
た
。

　

遠
藤
理
事
長　

高
級
ホ
テ
ル
の
一
角
に
、
こ
の
よ

う
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と
は
驚
い
た
。
い
つ
で
き
た

の
か
。

　

武
田
代
表　

今
年
（
２
０
２
３
年
）
の
８
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。「
木
セ
キ
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

全
国
各
地
の
生
産
者
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

約 26m2 のスペースに様々な国産材製品が並ぶ「木セキ」
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地
域
材
を
活
か
し
た
〝
奇
跡
的
な
製
品
〞
を
集
め
て
、
日
本
の
技
術
の
素
晴
ら
し

さ
を
広
く
伝
え
て
い
く
場
に
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

遠
藤　

ど
の
よ
う
な
人
が
こ
こ
を
訪
れ
る
の
か
。

　

武
田　

誰
で
も
気
軽
に
足
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
オ
ー
プ
ン
な
ス
ペ
ー
ス
に
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ホ
テ
ル
は
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
や
、

政
府
や
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
な
ど
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
（
要
人
等
）
も
頻
繁
に
利
用
す
る
の
で
、

国
内
だ
け
で
な
く
世
界
に
向
け
て
も
国
産
材
製
品
の
良
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　

●
Ｖ
Ｉ
Ｐ
に
も
躊
躇
せ
ず
に
声
が
け
し
、
情
熱
と
行
動
力
で
や
っ
て
き
た

　

遠
藤　

Ｖ
Ｉ
Ｐ
も
こ
こ
に
来
る
の
か
。

　

武
田　

政
党
の
会
合
や
国
際
会
議
な
ど
の
出
席
者
に
は
、
で
き
る
だ
け
「
木
セ

キ
」
に
立
ち
寄
っ
て
欲
し
い
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

遠
藤　

手
応
え
は
ど
う
か
。

　

武
田　
「
木
セ
キ
」
の
メ
イ
ン
製
品
の

１
つ
に
、
木
糸
（
も
く
い
と
、
第
472
・
473

号
参
照
）
で
つ
く
っ
た
無
添
加
の
木
服

「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｔ
」
が
あ
る
。
こ
れ
は

岸
田
首
相
に
も
部
屋
着
と
し
て
着
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

遠
藤　

日
本
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
着

て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
！　

ど
う
や
っ
て

働
き
か
け
た
の
か
。

　

武
田　

私
は
こ
こ
港
区
で
生
ま
れ
育
ち
、

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
て
か
ら

米
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
学
び
、
英
語
教
師
を
し
た
後
、

外
務
省
に
入
省
し
て
中
南
米
局
南
米
課
に
配
属
さ
れ
、
２
０
１
６
年
の
リ
オ
五
輪

に
携
わ
っ
た
。
そ
こ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
広
げ
た
い
と
思
い
、
外
務
省
を
退
省
し
て
２

０
１
８
年
４
月
に
（
株
）
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
を
創
業
し
た
。

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
で
芝
公
園
か
ら
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
中
に
発
信

す
る
予
定
だ
っ
た
。
そ
の
際
に
相
談
し
た
当
時
の
本
郷
浩
二
・
林
野
庁
長
官
に
は

現
在
、
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の
理
事
と
し
て
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
当
に
多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
私
の
大
き
な
財

「GREEN T」をはじめとした木糸製品
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産
に
な
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
情
熱
と
行
動
力
だ
け
で
や
っ
て
き
た
感
じ
が
す
る
。

　

●
「
た
だ
木
が
好
き
な
だ
け
の
ヲ
タ
ク
」、
１
歩
１
歩
前
進
で
き
て
い
る

　

遠
藤　

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
拝
見
し
た
ら
、
理
事
と
し
て
、
先
に

名
前
の
出
た
本
郷
氏
や
中
央
区
長
で
（
株
）
山
本
海
苔
店
副
社
長
の
山
本
泰
人
氏

ら
錚
々
た
る
人
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
こ
こ
に
来
る
前
、
本
郷
元
長
官
に
「
武
田

代
表
は
ど
ん
な
人
？
」
と
聞
い
た
ら
、「
と
に
か
く
純
粋
な
人
」
と
い
う
即
答
が

返
っ
て
き
た
。

　

武
田　

私
は
、
た
だ
の
木
ヲ
タ

ク
。
森
林
や
木
材
に
詳
し
い
わ
け

で
は
な
い
。
だ
け
ど
、
本
当
に
木

が
好
き
。
山
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

端
材
や
枝
葉
が
宝
物
に
見
え
る
。

木
片
を
寝
室
の
枕
の
下
に
敷
い
た

り
、
お
風
呂
に
浮
か
べ
た
り
し
て
、

五
感
で
感
じ
て
い
る
。

　
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｔ
」
も
、
こ

の
夏
は
ず
っ
と
着
て
い
た
。
す
ご
く
暑
い
日
が
続
い
て
、
毎
日
い
っ
ぱ
い
汗
を
か

い
た
が
、「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｔ
」
は
全
然
べ
た
つ
か
ず
、
匂
い
も
残
ら
な
か
っ
た
。

木
が
持
っ
て
い
る
調
湿
作
用
や
消
臭
作
用
は
す
ご
い
な
と
改
め
て
実
感
し
た
。

　

遠
藤　

な
ぜ
、
そ
ん
な
に
木
が
好
き
な
の
か
。

　

武
田　

多
分
、
人
は
反
対
の
も
の
に
憧
れ
る
の
だ
ろ
う
。
私
の
実
家
は
、
港
区

で
４
代
続
く
旧
家
で
、
田
舎
が
な
い
。
だ
か
ら
な
の
か
、
い
つ
か
田
舎
暮
ら
し
が

し
た
い
と
思
い
続
け
て
い
る
し
、
囲
炉
裏
の
あ
る
古
民
家
に
も
憧
れ
る
。

　

遠
藤　

た
だ
、
そ
の
よ
う
な
思
い
だ
け
で
国
産
材
の
利
用
を
拡
大
し
よ
う
と
し

て
も
、
現
実
的
に
は
壁
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
本
郷
元
長
官
は
、「
何
度
も
ぶ

つ
か
っ
て
挫
折
し
か
け
て
も
絶
対
に
諦
め
な
い
と
こ
ろ
が
す
ご
い
」
と
も
話
し
て

い
た
が
。

　

武
田　

一
喜
一
憂
の
日
々
は
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
徐
々
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
方
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
で
は
、
10
月
か
ら
木
糸
で
つ
く
っ
た
パ

ジ
ャ
マ
や
木
曽
檜
歯
磨
き
ジ
ェ
ル
と
木
製
歯
ブ
ラ
シ
の
セ
ッ
ト
を
常
備
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

武田佳代・一般社団法人 GREEN 代表



− 13 −

林 政 ニ ュ ー ス　　　 2023（令和 5）年 12 月 20 日　　　　　平成６年６月９日第三種郵便物認可　　　　　 第 　 7 1 5 　 号

“無償の愛と純粋さ”で森林・木材を活かすG
グ リ ー ン

REEN遠藤日雄のルポ＆対論
　

ま
た
、（
株
）
電
通
の
オ
フ
ィ
ス
の
一
部
を
木
質
化
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
１

歩
１
歩
前
進
で
き
て
い
る
手
応
え
は
あ
る
。

　

●
環
境
と
経
済
の
両
立
を
追
求
、笑
顔
に
な
れ
る
“
つ
な
が
り
”
拡
大
へ

　

遠
藤　

こ
れ
か
ら
武
田
代
表
を
中
心
と
し
た
国
産
材
利
用
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
経
済
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
国
産
材

製
品
な
ど
を
使
う
こ
と
が
、
環
境
面
だ
け
で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

武
田　

私
も
最
近
、
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
民
間
企
業

に
勤
め
た
こ
と
が
な
く
、
公
務
員
し
か
や
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

通
じ
た
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

経
済
団
体
連
合
会
や
経
済
同
友
会
な
ど
が
都
市
の
木
造
・
木
質
化
に
関
す
る
提

言
を
ま
と
め
る
な
ど
、
世
の
中
が
大
き
く
動
い
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
こ

港
区
に
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
純
木
造
ビ
ル
を
建
設
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
様
々
な
働

き
か
け
を
ず
っ
と
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
日
本
は
変
わ
っ
た
と
国

内
外
に
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ

る
大
阪
・
関
西
万
博
を
木
と
融
合
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
こ
と
も
重
要
な
テ
ー
マ

だ
と
考
え
て
い
る
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
と
言
わ
れ
る
方
々
を
中
心
に
、
ど
ん
ど
ん
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

　

遠
藤　

と
こ
ろ
で
、
一
般
社
団
法
人
名
と
し
て
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」
を
選
ん
だ
理

由
は
何
か
。

　

武
田　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
級
友
か
ら
「Y

ou're 
green

」
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。「
あ
な
た
は
未
熟
だ
ね
」
と
い

う
意
味
だ
が
、
未
熟
で
あ
る
が
故
に
、
問
題
に
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。

　

遠
藤　

な
る
ほ
ど
。
純
粋
さ
と
未
熟
さ
は
武
器
に
も
な
る
わ
け
か
。

　

武
田　

極
論
す
る
と
、
今
の
企
業
は
儲
け
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
そ
こ

に
最
大
の
問
題
が
あ
る
。
こ
う
い
う
発
言
を
す
る
と
「
青
い
」
と
か
言
わ
れ
る

が
、 

そ
も
そ
も
自
分
達
だ
け
の
利
益
を
考
え
る
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
反
し
て
い
る
。

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

「
木
セ
キ
」
を
ス
タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
〝
つ
な

が
り
〞
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
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12
月
８
日
、
東
京
・
銀
座
に
老
舗
材
木
屋
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ス
イ
ー

ツ
＆
コ
ス
メ
シ
ョ
ッ
プ
「
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ　

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
運
営
し
て
い
る
の
は
、
丸
山
木
材
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
株
）（
岐
阜
県
中
津
川
市
、
丸
山
大
知
社
長
）
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る

（
株
）
ｍミ

ー

ト

ｅ
ｅ
ｔ 

ｔト

ゥ

リ

ー

ｒ
ｅ
ｅ
（
同
）。
丸
山
木
材
Ｈ
Ｄ
は
、
木
材
関
連
事

業
や
電
子
製
品
の
製
造
、
道
路
関
連
事
業
、
ホ
テ
ル
事
業
な
ど
を
幅
広
く

展
開
し
な
が
ら
、
国
産
材
の
〝
出
口
〞
を
広
げ
て
い
る
。

　
「
山
徳　

材
木
屋
ス
イ
ー
ツ
」の
暖
簾
を
か
け
、特
産
の
栗
菓
子
を
提
供

　

銀
座
の
一
等
地
に
開
店
し
た
「
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ　

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
」
の

玄
関
に
は
「
山
徳　

材
木
屋
ス
イ
ー
ツ
」
の
暖
簾
が
か
け
ら
れ
、
店
内
で
は
栗

ス
イ
ー
ツ
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

丸
山
木
材
Ｈ
Ｄ
が
拠
点
を
置
く
岐
阜
県
中
津
川
市
は
「
木
曽
桧
」
の
産
地
で

あ
る
と
と
も
に
、
栗
き
ん
と
ん
発
祥
の
地

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、

江
戸
と
京
都
・
大
阪
を
結
ぶ
宿
場
町
と
し

て
栄
え
、
特
産
物
で
あ
る
栗
を
使
っ
た
菓

子
が
多
く
つ
く
ら
れ
た
。
今
も
市
内
に
は

多
く
の
栗
菓
子
店
が
立
ち
並
ぶ
。

　

そ
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
、「
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ

　

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
」
で
は
全
14

種
類
の
栗
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
し
て
い
る
。

飲
食
店
口
コ
ミ
サ
イ
ト
の
イ
タ
リ
ア
ン
ラ

ン
キ
ン
グ
で
全
国
２
位
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
る
京
都
祇
園
の
完
全
紹
介
制
イ
タ
リ
ア

ン
「
や
ま
ぐ
ち
」
の
山
口
正
シ
ェ
フ
も
一

部
監
修
し
て
お
り
、
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
洗

練
さ
れ
て
い
る
。
中
津
川
市
出
身
の
山
口

シ
ェ
フ
は
、「
栗
き
ん
と
ん
の
素
朴
な
味

わ
い
を
活
か
し
な
が
ら
、
現
代
的
な
洋
菓

子
に
仕
上
げ
た
」
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
語
っ

て
い
る
。

「meet tree GINZA」（東京都中央区）の外観
山口正シェフ監修のクリームマロングラッ
セ「YAMAGUCHI」、1,800 円（税込）
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コ
ス
メ
ブ
ラ
ン
ド
も
充
実
、「
木
」
に
「
会
え
る
」
商
品
を
届
け
て
い
く

　
「
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ　

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
」
の
ス
イ
ー
ツ
エ
リ
ア
の
奥
に
は
、

コ
ス
メ
エ
リ
ア
が
あ
る
。
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ 

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
は
、
２
０
１
８
年
に
ボ
タ
ニ

カ
ル
コ
ス
メ
ブ
ラ
ン
ド
を
掲
げ
て
創
業
し
、
雑
貨
や
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
、
店
舗

経
営
と
業
容
を
広
げ
、
す
で
に
岐
阜
県
内
に
３
店
舗
を
有
す
る
。

　

コ
ス
メ
・
雑
貨
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
約

50
種
類
で
、
ヘ
ア
ケ
ア
や
ボ
デ
ィ
ケ
ア
商

品
か
ら
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
や
ペ
ッ
ト
商
品
ま

で
揃
え
る
。
合
成
香
料
や
合
成
着
色
剤
、

シ
リ
コ
ー
ン
な
ど
の
添
加
物
は
一
切
使
用

せ
ず
、
精
油
の
原
料
に
は
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、

ク
ロ
モ
ジ
の
３
種
類
を
使
っ
て
い
る
。
コ

ス
メ
商
品
は
、
出
産
祝
い
な
ど
の
ギ
フ
ト

需
要
に
マ
ッ
チ
し
て
お
り
、
堅
調
な
売
り

上
げ
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ　

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
」
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
12

月
８
日
に
は
日
本
航
空
（
株
）（
東
京
都
品
川
区
、
赤
坂
祐
二
社
長
）
と
連
携

し
て
開
発
し
た
消
臭
ア
ロ
マ
ミ
ス
ト
「
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ア
ロ
マ
ミ
ス
ト
」
シ

リ
ー
ズ
の
販
売
も
開
始
し
た
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
名
古
屋
の
ホ
テ
ル
な
ど
で
も

サ
ン
プ
ル
が
客
室
に
設
置
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

丸
山
木
材
Ｈ
Ｄ
の
丸
山
大
知
社
長
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
挨
拶

で
、「
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ 

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
の
社
名
は
、『
木
』
に
『
会
う
』
と
書
い
て
『
桧
』

に
な
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
桧
を
は
じ
め
国
産
材
に
出
会
え
る
商
品
を
世
の
中

に
も
っ
と
届
け
て
い
く
」
と
述
べ
、「
来
年
（
２
０
２
４
年
）
は
桜
の
ス
イ
ー

ツ
と
コ
ス
メ
を
発
売
す
る
。
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
も
採
用
し
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外

国
人
観
光
客
）
の
需
要
も
掴
ん
で
い
く
」
と
の
構
想
を
示
し
た
。

　

４
年
間
で
８
社
を
傘
下
に
収
め
る
、消
費
財
を
軸
に
海
外
市
場
も
開
拓
へ

　

丸
山
木
材
Ｈ
Ｄ
は
、
１
９
１
６
年
に
岐
阜
県
岩
村
町
（
現
・
恵
那
市
）
で
木

材
業
と
し
て
創
業
し
た
。
以
降
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
道
路
関
連
、
電
子
製

品
製
造
な
ど
の
事
業
に
進
出
し
、
幼
稚
園
や
保
育
園
の
運
営
も
手
が
け
、
家
づ

「meet tree GINZA」のコスメエリア、材木屋を
イメージした店内は成瀬・猪熊建築設計事務所

（東京都杉並区）が設計した
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く
り
か
ら
子
育
て
ま
で
日
々
の
暮
ら
し
を
支

え
る
総
合
型
企
業
に
な
っ
て
い
る
。

　

グ
ル
ー
プ
会
社
は
10
社
に
達
す
る
（
表
参

照
）。
グ
ル
ー
プ
全
体
の
総
売
上
高
は
約
90

億
円
、
総
社
員
数
は
約
４
０
０
名
。
主
な
稼

ぎ
頭
は
、
モ
ー
タ
ー
や
電
子
基
盤
の
製
造
事

業
及
び
道
路
関
連
事
業
な
ど
で
、
木
材
関
連

事
業
は
後
塵
を
拝
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

祖
業
を
建
て
直
す
べ
く
、
２
０
１
９
年
か

ら
Ｍ
＆
Ａ
（M

ergers and A
cquisitions

、

合
併
と
買
収
）
を
繰
り
返
し
て
８
社
を
傘
下

に
収
め
、
事
業
基
盤
を
強
化
し
て
き

た
。
丸
山
社
長
は
、
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
を

進
め
る
際
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、

「
事
業
・
商
材
の
リ
ピ
ー
ト
性
が
あ
る

か
ど
う
か
で
判
断
す
る
」
と
言
う
。

　

丸
山
社
長
は
、
大
学
卒
業
後
、
住

友
林
業
（
株
）（
東
京
都
千
代
田
区
）

で
５
年
間
勤
務
し
、
２
０
０
７
年
に
同
社
に
入
社
、
２
０
１
９
年
に
現
職
に
就

い
た
。「
入
社
し
て
か
ら
の
約
15
年
間
で
地
域
の
住
宅
着
工
戸
数
は
半
減
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
リ
ピ
ー
ト
性
が
高
く
、
仕
組
み
化
し
や
す
い
事
業
が
不
可
欠
。
コ

ス
メ
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
消
費
財
は
、
地
方
か
ら
都
市
部
や
海
外
へ
の
販
路
の

可
能
性
が
広
が
る
。
国
産
材
へ
の
関
心
が
薄
い
若
い
世
代
や
女
性
の
方
々
に
も

コ
ス
メ
な
ど
を
通
じ
て
発
信
し
て
い
く
」
と
明
確
に
話
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
昨
年
（
２
０
２
２
年
）、中
津
川
市
内
に
ホ
テ
ル
「
お
宿
Ｏ

ｎ
ｎ
中
津
川
」
を
開
業
し
、
内
装
材
に
地
場
産
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
。

木
材
を
使
用
し
た
ホ
テ
ル
ア
メ
ニ
テ
ィ
商
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
丸
山
社
長
は
、「
林
業
会
社
の
Ｍ
＆
Ａ
も
進

め
て
お
り
、
伐
採
か
ら
加
工
ま
で
一
気
通
貫
の
体
制
を
構
築
し
た
い
。
併
せ
て
、

ｍ
ｅ
ｅ
ｔ 

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
や
ホ
テ
ル
事
業
な
ど
の
〝
新
し
い
芽
〞
を
育
て
る
こ
と

で
、
国
産
材
の
良
さ
を
都
市
部
や
海
外
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ

て
い
る
。

丸山大知・丸山木材ホールディ
ングス社長

丸山木材ホールディングスのグループ会社
会社名 事業領域

丸山木材ホールディングス株式会社 木材・住宅資材販売/建築/不動
産/ガソリンスタンド

株式会社イワビシ
モーター関連製品製造/電子基板
実装・製品製造/木製品製造/換
気装置部品製造

東海道路株式会社 道路標識・ライン施工/土木用建
設資材販売

MFP合同会社 木材加工・販売
株式会社meet tree 化粧品販売
株式会社ヤマキチ木材 木材販売/プレカット
株式会社木構堂 設計
株式会社コーテック 化粧品製造
株式会社レインボー 製紙用チップ販売
有限会社今井運送 木質チップ製造
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●
檜
原
村
で
「
森
の
ヘ
ン
テ
コ
素
材
に
出
会
う
旅
」 

　
　
　

東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
が
メ
ル
マ
ガ
活
か
し
企
画

　
（
株
）
東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
（
青
木
亮
輔
社
長
、
第
472
号
参
照
）
は
、
11
月

14
日
に
「
森
の
ヘ
ン
テ
コ
素
材
に
出
会
う
旅
」
を
東
京
都
の
檜
原
村
で
開
催
し

た
。
２
０
２
１
年
１
月
か
ら
配
信
し
て
い
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ま
る
ご
と

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
の
１
０
０
回
配
信
記
念
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
建
築

設
計
事
務
所
や
建
材
メ
ー
カ
ー
、
工
務
店
な
ど
の
15
社
・
30
名
が
参
加
し
た
。

　
「
ま
る
ご
と
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
で
は
、
一
般
的
に
流
通
す
る
木
材
の
カ
タ

ロ
グ
に
は
載
っ
て
い
な
い
「
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
素
材
＝
森
の
ヘ
ン
テ
コ
素
材
」
の
魅

力
や
ス
ペ
ッ
ク
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
出
会
う
旅
」
は
、
そ
の
現
物
を
見
な
が
ら

森
林
・
木
材
利
用
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る

た
め
に
企
画
し
た
。

　

当
日
は
、
同
社
の
社
有
林
で
森
林
や
林
業

の
現
状
な
ど
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
後
、

檜
原
村
木
材
産
業
協
同
組
合
（
第
701
号
参

照
）
の
天
然
乾
燥
施
設
に
展
示
し
た
ヘ
ン
テ

コ
素
材
を
見
学
。
そ
の
場
で
ヘ
ン
テ
コ
素
材

を
購
入
す
る
参
加
者
も
い
た
。

　

同
社
担
当
者
は
、「
次
回
の
開
催
時
期
は

未
定
だ
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
ヘ
ン

テ
コ
素
材
を
見
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
、
森
の
中
で
ヘ
ン
テ
コ
素
材
を
探
す
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
要
望
も
あ
り
、
今
後
検
討
を

進
め
て
い
く
」
と
話
し
て
い
る
。

　

ユ
ニ
ー
ク
事
業
を
展
開
し
、年
間
売
上
高
約
１
億
９
０
０
０
万
円
に
成
長

　

東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ
は
、
２
０
０
６
年
に
青
木
亮
輔
社
長
ら
４
名
が
森
林
組

合
か
ら
独
立
し
て
起
業
し
た
。
創
業
以
来
、
会
員
制
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
東
京
美
林
倶
楽
部
」
や
木
育
・
木
工
・
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
の
出
張
ワ
ー
ク

森のヘンテコ素材
（画像提供：東京チェンソーズ）

木材利用の新たな可能性を探った
（画像提供：東京チェンソーズ）
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シ
ョ
ッ
プ
「
森
デ
リ
バ
リ
ー
」
な
ど
、
首
都
圏

に
近
い
立
地
を
活
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
に
は
檜
原
お
も
ち
ゃ
工
房
で
木

製
お
も
ち
ゃ
の
製
造
を
開
始
。
ま
た
、
21
年
か

ら
は
「
檜
原　

森
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
内
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｃ
ｒ
ｕ
Ｃ
ｈ
ｏ
ｉ

（
く
る
ち
ょ
い
）」
の
運
営
も
担
い
、「
檜
原
村

ト
イ
・
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」（
正
式
名
称
：
檜
原

村
木
育
・
木
材
産
業
推
進
基
本
構
想
）
の
推
進
役
に

も
な
っ
て
い
る
。

　

同
社
の
正
社
員
数
は
19
名
。
年
間
売
上
高
は
約
１

億
９
０
０
０
万
円
。
内
訳
は
、
林
業
事
業
部
が
約
６

割
、
販
売
事
業
部
が
約
４
割
。
販
売
事
業
部
で
は
、

木
製
お
も
ち
ゃ
に
加
え
、
日
用
雑
貨
や
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
な
ど
を
製
造
し
、
同
館
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
な

ど
で
販
売
し
て
い
る
。

　

青
木
社
長
は
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、「
丸
太
１
本
の
高
付
加
価
値
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
」
と
し
、「
こ
れ
か
ら
は
地
域
材
の
安
定
供
給
や
森
林
空
間
の

活
用
な
ど
で
森
林
全
体
の
価
値
の
最
大
化
を
図
っ
て
い
く
」
と
話
し
て
い
る
。

青
木
社
長
が
村
議
会
の
議
員
に
就
任
、「
若
者
が
誇
れ
る
村
を
目
指
す
」

　

青
木
社
長
は
、
今
年
（
２
０
２
３
年
）
５
月
に
檜
原
村
議
会
の
議
員
に
就
任

し
た
。
政
策
目
標
と
し
て
地
域
資
産
の
最
大
化
を
掲
げ
て
お
り
、
林
業
・
木
材

産
業
の
活
性
化
や
村
内
森
林
の
約
７
割
を
占
め
る
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
を

中
核
と
し
た
観
光
産
業
の
振
興
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
に
向
け
て
、「
檜

原
村
を
国
立
公
園
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
へ
と
磨
き
上
げ
て
い
き
、
若
者
が
も
っ

と
誇
れ
る
村
を
目
指
す
。
外
国
人
観
光
客

も
呼
び
込
ん
で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

檜原おもちゃ工房の内部

CruChoi では来場者が木製おもちゃ
をその場で購入できる

青木亮輔・東京チェンソーズ社
長兼檜原村村議会議員
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●
黒
ト
リ
ュ
フ
の
人
工
的
発
生
に
成
功
、
国
内
で
初 

　
　
　

岐
阜
県
森
林
研
究
所
が
７
年
か
け
て
成
果
得
る

　

岐
阜
県
森
林
研
究
所
（
岐
阜
県
美
濃
市
）
は
、
国
産
の
黒
ト
リ
ュ
フ
を
人
工

的
に
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
初
め
て
成
功
し
た
（
12
月
４
日
に
発
表
）。
今
年

（
２
０
２
３
年
）
２
月
に
は
森
林
総
合
研
究
所
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
が
白
ト

リ
ュ
フ
（
ホ
ン
セ
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ロ
）
で
同
様
の
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
報

告
し
て
お
り
（
第
695
号
参
照
）、
世
界
三
大
珍
味
と
し
て
知
ら
れ
る
高
級
食
材

の
ト
リ
ュ
フ
を
人
工
栽
培
に
よ
っ
て
自
給
す
る
可
能
性
が
広
が
っ
て
き
た
。

　

ト
リ
ュ
フ
は
、
生
き
た
樹
木
の
根
に
共
生
す
る
菌
根

菌
の
一
種
で
、
マ
ツ
タ
ケ
と
同
様
に
人
工
栽
培
は
非
常

に
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
同
研
究
所
は
、
２
０
１
５

年
度
か
ら
２
０
１
９
年
度
ま
で
、
森
林
総
研
と
と
も
に

ト
リ
ュ
フ
の
人
工
栽
培
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
れ
と
併
行
し
て
、
２
０
１
６
年
に
、
国
内
産
の
黒

ト
リ
ュ
フ
で
あ
る
ア
ジ
ア
ク
ロ
セ
イ
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ
ロ
の

菌
を
接
種
し
た
コ
ナ
ラ
苗
木
を
岐
阜
県
内
の
試
験
地
に

植
栽
し
た
と
こ
ろ
、
７
年
が
経
過
し
た
今
年
10
月
、
地

面
に
き
の
こ
（
２
個
、
約
50
ｇ
）
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
き
の
こ
を
遺
伝
情
報
（
Ｄ

Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
）
に
基
づ
い
て
調
べ
た
結
果
、
コ
ナ
ラ
苗
木
に
接
種
し
た
ト

リ
ュ
フ
菌
に
由
来
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

国
内
で
流
通
し
て
い
る
ト
リ
ュ
フ
は
、
す
べ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
な
ど
か

ら
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
２
年
の
輸
入
額
は
約
20
億
円
（
財
務
省
貿
易
統

計
デ
ー
タ
）
に
ま
で
増
加
し
て
き
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
黒
ト
リ
ュ
フ
な
ど
一
部
の
種
で
菌
を
接
種
し
た
苗
木
に

よ
る
人
工
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
内
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
と
は
別

種
の
ト
リ
ュ
フ
が
自
生
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
国
産
ト
リ
ュ
フ
の
栽
培

技
術
を
確
立
す
る
こ
と
が
有
望
視
さ
れ
て
い
る
。

　

同
研
究
所
は
、
き
の
こ
発
生
の
再
現
性
を
確
認
し
、
短
期
間
で
安
定
的
に
発

生
さ
せ
る
技
術
開
発
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

発生した黒トリュフ（右は断面の画像）
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大
阪
府
民
の
森
で「
な
る
か
わ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ェ
ス
タ
」を
初
め
て
開
催

　

大
阪
府
東
大
阪
市
の
「
大
阪
府
民
の
森
な
る
か
わ
園
地
」
で
、「
心
と
体
の

健
康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
な
る
か
わ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ェ
ス
タ
」
が

11
月
26
日
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　

同
フ
ェ
ス
タ
は
、「
大
阪
府
民
の
森
」
の
魅

力
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
大
阪
府
と
指
定
管

理
者
で
あ
る
住
友
林
業
緑
化
（
株
）（
東
京
都

中
野
区
）
が
連
携
し
て
企
画
・
実
施
し
た
。
当

日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
約

５
０
０
名
が
来
場
。
新
た
に
導
入
し
た
電
動
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
試
乗
や
大
阪
産
（
も
ん
）
を
味
わ

え
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
体
力
測
定
な

ど
様
々
な
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
大
阪
府
の
吉
村
洋
文
知

事
や
東
大
阪
市
の
野
田
義
和
市
長
、
地
元
府
議
会
議
員
、
２
０
２
５
年
大
阪
・

関
西
万
博
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」、
大
阪
府
広
報
担
当
副

知
事
「
も
ず
や
ん
」
ら
も
駆
け
つ
け
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

　

◆
日
本
草
木
研
究
所
が
イ
ベ
ン
ト「
草
木
集
め
て
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」開
く

　
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ジ
ン
」
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
日
本
草
木
研
究
所
（
運
営
：

合
同
会
社
山
伏
、
東
京
都
目
黒
区
、
第
680
号
参

照
）
は
、
11
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
東
京
都
内
で

イ
ベ
ン
ト
「
草
木
集
め
て
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」
を

開
催
し
、
約
３
０
０
名
が
訪
れ
た
。
こ
れ
ま
で
開

発
し
て
き
た
約
15
種
類
の
商
品
を
展
示
・
販
売
し
、

同
研
究
所
の
歩
み
を
示
し
た
。

　

同
研
究
所
で
は
、
定
番
商
品
の
「
フ
ォ
レ
ス
ト

ジ
ン
」
を
は
じ
め
、
カ
ツ
ラ
の
落
ち
葉
を
原
料
に

し
た
「
落
ち
葉
酒
カ
ツ
ー
ラ
ミ
ル
ク
」
や
、
沖
縄

県
に
自
生
し
〝
カ
ラ
キ
〞
と
い
わ
れ
る
琉
球
シ
ナ

モ
ン
（
和
名
：
沖
縄
ニ
ッ
ケ
イ
）
を
使
っ
た
「
琉

モビリティに試乗する吉村知事
「秋の森」のコーナーに展示された商品群
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球
シ
ナ
モ
ン
の
黄
金
酒
」
な
ど
の
酒
類
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ウ
ト

ウ
カ
ズ
ラ
の
「
沖
縄
胡
椒
の
生
塩
漬
け
」
や
、
ス
ギ
の
新
芽
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
の

葉
な
ど
を
活
か
し
た
「
草
木
塩
」
な
ど
の
調
味
料
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
揃
え
て

い
る
。

　

代
表
の
古
谷
知
華
氏
は
、「〝
森
の
ス
パ
イ
ス
〞
に
な
る
樹
種
や
素
材
な
ど
の

研
究
・
検
証
は
一
通
り
行
っ
た
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
企
業
向
け
の

企
画
・
開
発
事
業
な
ど
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

伊
豆
市
で
Ｂ
Ｓ
Ｃ
工
法
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
測
量
技
術
を
学
ぶ
現
地
研
修
会
を
実
施

　

森
林
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
議
会
（
東
京
都
千
代
田
区
、
相
川
裕
司
会

長
）
は
、
11
月
29
日
に
静
岡
県
伊
豆
市
の
湯
ヶ
島
国
有
林
で
、「
Ｂ
Ｓ
Ｃ
工
法
」

と
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
測
量
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
現
地
研
修
会
を

行
い
、
約
60
名
が
参
加
し
た
。

　
「
Ｂ
Ｓ
Ｃ
」
と
は
、
パ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
ソ
イ

ル
・
ク
ラ
ス
ト
（Biological Soil Crust

）
の

頭
文
字
を
と
っ
た
略
語
で
、
糸
状
菌
類
、
土
壌
藻

類
、
地
衣
類
及
び
苔
な
ど
が
地
表
面
の
土
壌
を
絡

め
て
形
成
す
る
シ
ー
ト
状
の
土
壌
微
生
物
に
よ
る

コ
ロ
ニ
ー
を
指
す
。
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
主
要
構
成
種
で
あ

る
土
壌
藻
類
を
資
材
化
し
、
種
子
吹
付
工
と
同
じ

機
材
（
吹
付
用
ポ
ン
プ
車
等
）
で
斜
面
に
吹
き
付

け
、
Ｂ
Ｓ
Ｃ
の
早
期
形
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

表
面
浸
食
の
防
止
や
植
生
遷
移
の
促
進
が
図
れ
る
。

Ｂ
Ｓ
Ｃ
工
法
は
、
沖
縄
県
で
赤
土
対
策
を
進
め
る

た
め
に
開
発
さ
れ
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
Ｅ
Ｃ
Ｏ

－

Ｄ
Ｒ
Ｒ
（
生
態
系
を

活
用
し
た
防
災
・
減
災
）
工
法
と
し
て
も
現
場
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
測
量
技
術
は
、
森
林
土
木
を
含
め
た
様
々
な
分
野
で
導
入
が
進
ん
で

お
り
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
無
人
航
空
機
）
の
汎
用
化
と
合
わ
せ
て
利
用
範
囲
が
急
速
に

広
が
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
研
修
で
は
、
比
較
的
導
入
が
容
易
な
①
Ｒ
Ｔ
Ｋ

／
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
、
②
Ｕ
Ａ
Ｖ
写
真
測
量
、
③
Ｕ
Ａ
Ｖ
レ
ー
ザ
ー
測
量
、
④
Ｌ

ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
測
量
の
４
つ
の
方
法
に
つ
い
て
、
座
学
と
現
地
で
の
実
演
を
通
じ
て

情
報
共
有
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
た
。

レーザー計測用 UAV の機能などを学んだ
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新
製
品　　

分
解
し
や
す
い
繊
維
で
獣
害
防
止
、「
Ｒレ

イ
Ｅ
Ｉ
ネ
ッ
ト
」発
売

　

山
陽
商
事
（
株
）（
兵
庫
県
伊
丹
市
、
前
田
多
恵
子
社
長
、
第
694
号
参
照
）

は
、
植
林
現
場
で
分
解
し
や
す
い
繊
維
を
使
っ
た
獣
害
防
止
ネ
ッ
ト
を
開
発
し
、

11
月
11
日
に
発
売
を
始
め
た
。
商
品
名
は
「
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ネ
ッ
ト
」。
Ｒ
は

Reduce
、
Ｅ
はEnvironm

ental

、
Ｉ
はIm

pact

の
頭
文
字
を
と
っ
て
お
り
、

環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
食
害
か
ら
苗
木
を
守
る
た
め
、
樹
脂
ネ
ッ
ト

や
金
網
柵
な
ど
で
植
林
地
を
ガ
ー
ド
す
る

対
策
が
全
国
的
に
普
及
し
て
い
る
が
、
そ

の
ま
ま
放
置
す
る
と
ツ
ル
や
下
草
が
絡
ま

り
、
間
伐
や
搬
出
時
に
は
作
業
の
邪
魔
に

な
っ
て
撤
去
も
難
し
く
な
る
。
と
く
に
、

経
年
劣
化
し
た
樹
脂
ネ
ッ
ト
は
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
な
っ
て
土
壌
や
生
物
に

悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。
一
部
で

は
ポ
リ
乳
酸
を
使
っ
た
生
分
解
性
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト

を
張
っ
た
状
態
で
は
土
中
の
微
生
物
に
触

れ
に
く
く
分
解
さ
れ
づ
ら
い
面
が
あ
る
。

　

新
開
発
し
た
「
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ネ
ッ
ト
」
は
、
原
料
の
一
部
に
植
物

由
来
の
成
分
を
使
用
す
る
な
ど
し
て
、
自
然
の
条
件
下
で
も
分

解
し
や
す
い
繊
維
と
な
っ
て
お
り
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
削
減
効
果
も
あ
る
。
設
置
し
た
箇
所
の
紫
外
線
や
空
気
、
熱

の
条
件
な
ど
で
分
解
ス
ピ
ー
ド
は
異
な
る
が
、
植
林
後
の
数
年

間
は
獣
害
か
ら
苗
木
を
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
、
回
収
や
撤
去

の
手
間
も
省
け
る
。
同
社
の
前
田
社
長
は
、「
10
年
後
、
20
年

後
に
起
き
そ
う
な
問
題
を
考
え
て
開
発
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
等
は
、同
社
フ
ォ
レ
ス
ト
・

デ
ザ
イ
ン
事
業
部
（
☎
０
８
６
８

－

２
６

－

１
０
３
６
、
電
子
メ
ー
ル
：info@

sanyo-trade.co.jp

）
へ
。

サイトは

☝︎

REI ネット（自然環境対策分解性獣害ネット）価格表
品目等 定価（税抜）

REIネット（L字型、菱目、1.8m×50m×0.8m） 120,000 円 / 枚
上段張りロープ（Ф6×55ｍ） 6,580 円 / 枚
押えロープ（Ф6×55ｍ） 6,580 円 / 枚
注：別途、支柱などの資材が必要。
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お気軽にご連絡下さい。●お申込み・お問合せ先 〒 162-0822 東京都新宿区下宮比町２-28 飯田橋ハイタウン 204　TEL 03-6457-8381　FAX 03-6457-8382

日本樹木誌編集委員会（編集委員長：渡邊定元）／編
B5判上製　762 頁　定価 11,000 円（税込）
ISBN ９７８- ４- ８８９６５- ２７３- ４

─欧州・日本の 100 年から読み解く未来─

日本産樹木に関する知見を集大成。シリーズ第２弾を刊行しました！

日本樹木誌１

日本樹木誌２

日本樹木誌編集委員会（編集委員長：渡邊定元）／編
B5判上製　664 頁　定価 11,000 円（税込）
ISBN ９７８- ４- ８８９６５- ２７４- １

8月 25日
最新刊刊行！

8月25日
増刷（第３刷）！

アオダモ類／アカギ／アラカシ／イヌブナ／ウダイ
カンバ／エノキ・ムクノキ／オオバヤナギ／オヒョ
ウ／カシワ／カスミザクラ／クスノキ／クリ／ケ
ショウヤナギ／コナラ／サクラバハンノキ…など

アカガシ／アカシデ／アカメガシワ／アズキナシ／
イイギリ／イスノキ／イヌガシ／ウワミズザクラ／
オガサワラグワ／オニグルミ／カツラ・ヒロハカツ
ラ／キハダﾞ／シデコブシ…など

編著者／志賀和人・山本伸幸・早舩真智・平野悠一郎
A5判並製　340 頁　定価 4,400 円（税込）
ISBN ９７８- ４- ８８９６５- ２７５- ８

地域森林管理の長期持続性

担うのか。国内外の先駆的な 30 事例を気鋭の
研究者 21 名が読み解き、今後の進路を示す！

森と木と人のつながりを考える 日本林業調査会（J-FIC）　　インターネット・ホームページhttp://www.j-fi c.com/

10月 6日
刊行！

●主な目次●
序　章　森林管理の国際化と
　　　　地域・経営対応
第１章　欧州諸国の森林管理
第２章　日本の公有林管理
第３章　日本の私有林管理
終　章　地域森林管理の現在
　　　　と未来
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「刊行に寄せて」から抜粋
　日本の国土の約７割、約 2,500 万 ha は森林で、その３分の１
にあたる約 760 万 ha は国有林（国有林野）です。国有林は、国
民共通の財産として重要な働きを果たしています。
　では、この国有林はどのようにしてつくられてきたのでしょう
か。明治の昔に、官有地と民有地が区分されて、国有林ができて

」一統政林「に年）22和昭（7491の後戦大界世次２第、がすでのたき
されるまで、当時の農林省、宮内省、内務省が所管する３つの森
林に分けられていました。
　このうち、宮内省の外局である帝室林野局が管理・経営を行っ
ていた森林は「御料林」と言われ、「御料林」からの膨大な収益
は皇室費用の大半を賄っていたとされています。
　本書が焦点を当てている神足勝記氏は、帝室林野局の前身であ
る御料局の初代測量課長として、「御料林」を含む御料地と民地
の境界を明らかにする測量と大縮尺地図の作成を初めて指揮した
技術者です。

　本書を編まれた大澤覚氏は、神足勝記氏の孫であり林野技官と
して活躍した神足勝浩氏から託された神足勝記氏の日記などの一
次史料を約 20 年の歳月をかけて丹念に読み解き、その足跡を明
らかにしました。
　本書に収録されている神足勝記氏の詳細な測量などの記録は、
森林の境界確定が大きな課題となっている現代の私達にとっても
学ぶべきものが極めて多くあります。是非、森林に関わる幅広い
方々に本書を手にとっていただき、これからの森林の管理・経営
などに活かしていただきたいと願っています。

公益社団法人大日本山林会会長／東京大学名誉教授
永田　信

お気軽にご連絡下さい。●お申込み・お問合せ先 〒 162-0822 東京都新宿区下宮比町２-28 飯田橋ハイタウン 204　TEL 03-6457-8381　FAX 03-6457-8382

眠っていた第一級史料が現代に蘇る！明治期に国土を測り、現代につなげた技術者の貴重な記録

御料局測量課長 神足勝記日記─林野地籍の礎を築く─
編著者／大澤覚（おおさわ・さとる）

）込税（ 円000,22価定　頁407　製上判5A
ISBN ９７８- ４- ８８９６５- ２７６- ５

ブログ「神足勝記を追って」更新中！

12 月 15 日に
刊行しました！

森と木と人のつながりを考える 日本林業調査会（J-FIC）　　http://www.j-fi c.com/
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